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News Release                                  2026年 9月 8日 

東リ株式会社 

旭化成ホームズ株式会社 

 

東リと旭化成ホームズが協業 

国産タイルカーペットの水平リサイクルスキームを構築 

～業界横断で資源循環を促進し、循環型社会の実現に貢献～ 

 

東リ株式会社（本社：兵庫県伊丹市、代表取締役社長：永嶋 元博）と旭化成ホームズ株式会

社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：大和久 裕二）は、国産タイルカーペットの水平リサ

イクル拡大を目的とした資源循環スキームを構築しましたのでお知らせします。 

本スキームは、旭化成ホームズの広域認定※1に基づく回収ネットワークと東リのタイルカーペッ

トリサイクル技術を融合することで、従来の製品ブランド単位の回収リサイクルを超え、国産タイル

カーペット全体へ資源循環の対象を拡大する新たな取り組みです。2026年 8月より再資源化を開

始し、両社はタイルカーペットの資源循環促進を通じて循環型社会の実現に貢献していきます。 

 

※1 広域認定制度：環境大臣が廃棄物の再資源化に資する広域的な処理を行う者を認定し、関係する地方公共

団体ごとの許可を不要とする特例制度。廃棄物の再資源化をより一層促進させるために創設された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I. 概要 

本スキームでは、旭化成ホームズが広域認定制度を活用して新築工事現場から回収した国産

タイルカーペット端材を、東リの工場で再資源化します。回収された端材は、旭化成ホームズの資

源循環センターで分別・集約された後、東リの独自技術によりパイル層（繊維部分）を含め、タイル

カーペットのバッキング材（裏材）「サスティブバック®」の原料となるリサイクルチップへ加工されま

す。このリサイクルチップを使用した東リの環境対応タイルカーペットが旭化成ホームズの集合住

宅「ヘーベルメゾン」の屋内共用部などで採用されることで、タイルカーペットの水平リサイクルを

実現します。  

さらに、旭化成ホームズが保有する回収ネットワークと東リが培ってきたリサイクル技術を組み

合わせることで、従来の製品ブランド単位の回収リサイクルの枠を超え、より多くの国産タイルカ

ーペットを資源循環の対象とすることが可能となりました。 
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II. 背景 

近年、建築分野においては、使用済み資材を再び資源として活用する取り組みが広がっていま

す。タイルカーペットにおいても、廃棄物の削減や資源の有効活用に向けて、回収・再資源化の取

り組みが進められています。 

東リはこれまで、タイルカーペットのパイル層（繊維部分）とバッキング層（塩ビ樹脂等部分）を

分離せず水平リサイクルする独自技術を開発するとともに、自社の広域認定制度を活用した自社

製使用済みタイルカーペットの回収リサイクル事業を推進してきました。一方、旭化成ホームズは

広域認定制度を活用し、建築現場から発生する資材の回収・資源循環に取り組んできました。 

今回、両社はそれぞれが有する回収ネットワークとリサイクル技術を組み合わせることで、国産

タイルカーペットを対象とした新たな水平リサイクルスキームを構築しました。これにより、従来の

製品ブランド単位の回収リサイクルの枠を超え、より多くの使用済みタイルカーペットを資源循環

の対象とすることが可能となりました。 

  両社は今後も本スキームの運用を通じてタイルカーペットの資源循環拡大を図るとともに、循

環型社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

東リ株式会社 広報企画部 担当：横山 

〒664-0845 兵庫県伊丹市東有岡 5丁目 125番地 

（電話）06-6494-6605 （FAX）06-6494-6844 

 

旭化成ホームズ株式会社 広報室 担当：藤巻 

〒101-8101 東京都千代田区神田神保町一丁目 105番地 

（電話）03-6899-3010 （FAX）03-6899-3400 

 

 


